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＜資料＞ 

評価作業経過 

（１） 事業担当課による自己評価 

平成 2６年２月上旬      各担当課に総括シート作成を依頼 

平成 2６年２月上旬～ 

      ３月下旬 

各担当課による総括シートの作成、提出 

 

平成 2６年４月上旬 事務局による総括シートの点検および集計 

 

 

（２） 習志野市男女共同参画審議会の開催 

（調査審議事項） 

・第 15条第２項第３号（基本計画の推進状況の評価に関すること） 

平成 2６年 ５月２９日 

 

 

第１回審議会 

・習志野市男女共同参画基本計画 平成 20 年度から平

成 25年度 事業評価について（諮問事項） 

・習志野市男女共同参画事業評価部会の委員指名につい

て 

平成 2６年 ９月２９日 

 

 

第２回審議会 

・習志野市男女共同参画基本計画、分野別計画（DV対策

編）総括評価報告書（案）について 

 

 

（３） 習志野市男女共同参画基本計画 事業評価部会の開催 

（所掌事項） 

・習志野市男女共同参画基本計画に掲げる事業の推進状況の評価を行い、男女共同

参画審議会に報告する。 

平成 2６年 ７月２８日 

 

第１回事業評価部会 

・平成 20年度～平成 25年度 総括評価について 

平成 2６年 ８月２８日 

 

第２回事業評価部会 

・平成 20年度～平成 25年度 総括評価について 
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習志野市男女共同参画推進条例（一部抜粋） 

 

平成１６年３月３１日公布 

                       平成１６年７月 １日施行 

 

 

（基本計画） 

第１０条 市長は、男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、基本的な

計画（以下「基本計画」という。）を策定するものとする。 

２ 市長は、基本計画を策定し、又は変更しようとするときは、習志野市男女共同参画審議会の意見

を聴くとともに、市民及び事業者の意見を反映させるよう努めるものとする。 

３ 市長は、基本計画を策定し、又は変更したときは、これを公表するものとする。 

４ 市長は、策定し、又は変更した基本計画の推進状況を毎年公表するものとする。 

 

（男女共同参画審議会） 

第１５条 市長の附属機関として、習志野市男女共同参画審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項を調査審議する。 

(１) 基本計画の策定に関すること。 

(２) 苦情の処理に関すること。 

(３) 基本計画の推進状況の評価に関すること。 

(４) 前３号に掲げるもののほか、男女共同参画の推進に関する重要事項 
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習志野市男女共同参画基本計画事業評価部会設置要領 

 

  

（趣旨） 

第１条 習志野市男女共同参画審議会（平成１６年７月１日設置、以下「審議会」という。）は、

習志野市男女共同参画推進条例施行規則（平成１６年７月１日施行、以下「施行規則」という。）

第６条第１項の規定に基づき、習志野市男女共同参画基本計画事業評価部会（以下「部会」と

いう。）を設置する。 

 

（組織） 

第２条 部会は、審議会会長及び副会長を含む７名以内の委員をもって組織し、施行規則第６条

第２項の規定に基づき、審議会委員のうちから審議会会長が指名する。 

２ 部会の委員の任期は、１年とする。ただし再任を妨げない。 

３ 部会には、部会長を置き、部会を組織する委員の互選によりこれを定める。 

４ 部会長に事故があるときは、あらかじめ部会長の指名する委員がその職務を代理する。 

 

（会議) 

第３条 部会の会議は、部会長が招集し、議長を務める。 

２ 部会の会議は、過半数の委員が出席しなければ開くことができない。 

３ 部会は、その調査審議に必要があると認めるときは、関係者の出席を求めてその説明若しく

は意見を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

 

（所掌事項） 

第４条 部会は、習志野市男女共同参画基本計画（以下「基本計画」という）に掲げる事業の推

進状況の評価を行い、審議会に報告する。 

 

（庶務） 

第５条 部会の運営に関する事務は、市民経済部男女共同参画センターにおいて処理する。 

 

（委任） 

第６条 この要領に定めるもののほか、部会の運営等に関し必要な事項は、審議会が定める。 

   

附 則 

   この要領は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

   この要領は、平成２３年６月１日から施行する。 

附 則 

   この要領は、平成２４年４月１日から施行する。 
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習志野市男女共同参画審議会委員名簿 

（平成 2６年４月１日～平成 2８年３月 31日） 

 

 

（◎：会長 ○：副会長）                         （敬称略、50音順） 

分 野 氏   名 性別 所 属 等 

識見を 

有する者 

芦澤 直太郎 男 習志野市商工会議所 副会頭 

植松 礼子 女 
ハミングフォーラム習志野 前代表 

※ ステップならしの登録団体 

大谷 寛子 女 弁護士 

久保 桂子 女 千葉大学教育学部教授 

早山 美生 女 
習志野市立大久保東小学校長 

（平成 26年４月 1日現在） 

田久保 浩一 男 習志野市青少年相談員（学区理事） 

前田 芳弘 男 習志野市民生委員・児童委員 

◎松田 敏子 女 千葉家庭裁判所参与員 

○松永 照義 男 前千葉労働局総合労働相談員 

 吉野 武志 男 習志野市健康づくり推進員 副会長 

公 募 

伊藤 邦子 女 公募市民 

西内 幸雄 男 公募市民 

計 １２名 ［ 女６名、男６名 ］★★ 
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習志野市男女共同参画基本計画 事業評価部会委員名簿 

（平成 2６年４月１日～平成 2７年３月３１日） 

 

 

 （◎：部会長）                         （敬称略、50 音順） 

氏 名 所 属 等 

芦澤 直太郎 習志野市商工会議所 副会頭 

伊藤 邦子 公募市民 

久保 桂子 千葉大学教育学部教授 

田久保 浩一 習志野市青少年相談員（学区理事） 

◎松田 敏子 千葉家庭裁判所参与員 

松永 照義 前千葉労働局 総合労働相談員 

吉野 武志 習志野市健康づくり推進員 副会長 
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  別紙１   

 

■ 男女共同参画基本計画及び DV防止対策編 課別総括シートの 

記入方法について 

 

※今回提出していただく課別総括シートは、例年提出していただいております事業別

評価シートとは、様式・内容が異なります。 

  ※２０～２４年度⇒事業ごと、単年度の評価 

  ※今回（２５年度）⇒各課単位で、課の実施している全事業について、２０年度～ 

２５年度の総括評価（男女共同参画基本計画が２５年度で計画

期間終了となるため）を実施 

 

課別総括シートの記入について 

＜「習志野市男女共同参画基本計画 第３章 具体的施策」 及び 「分野別計画（DV

防止対策編）第３章 具体的施策」 をご覧ください＞ 

 

【担当課評価】 

１．事業の企画や実施にあたり配慮した項目（複数回答可） 

  ６年間に行った各課の事業全てを振り返り、男女共同参画の視点で配慮した項目 

（１～５）の、□を■にしてください。 

２．本計画における事業実施度 

  課の事業全てを総括して、計画期間６年間（Ｈ２０年度～Ｈ２５年度）を振り返っ

て、Ａ～Ｄのあてはまるものを、□を■にしてください。 

 ◆指標 目標数値の達成度（１００％とならなかった場合、理由を記載） 

  「◆指標」のとおり、事業 No・項目・目標数値を記載し、平成２６年３月末まで
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の達成度と達成度 100％とならなかった場合、その理由を記載してください。項目

が 3項目以上の場合、「数値目標追加シート」に記入してください。この欄は、課別

ではなく、項目ごとに記載してください。 

３．施策の方向に掲げた事項の進捗度 

  「施策の方向」の内容について、どの程度進んだかを a～dのうちから１つを選択

し該当する□を■にし、進んだ、進んでいない等の理由を記載してください。 

 

【現計画における反省点】 

「担当課評価」において、実施できた事業、出来なかった事業いずれについても、 

「○○に取り組めなかった」「目標数値を達成したことで満足してしまった」等、具体的

に反省点を記載してください。 

 

【次期計画への改善点】 

習志野市第 2次男女共同参画基本計画が平成２６年度を初年度として実施されます。 

この計画を実施するため、現計画で実施してきた事業、できなかった事業ともに改善点

を記入してください。また、事業実施にあたり、他課との連携を図る場合においては、

どのように連携をするのか、具体的に記入してください。 

 

 ※分野別計画（DV防止対策編）も同様に記入してください。 

基本計画、分野別計画ともにグループウエアのキャビネット、ホーム・ページに掲載

してありますのでご確認ください。 

お手数ですが、両計画に同様の内容であっても、それぞれ記入してください。 
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事業Ｎｏ．

事業No 目標数値 達成度

現計画においての
課題や反省点

審議会意見

□　ａ．進んだ　　　□　ｂ．やや進んだ 　　□　ｃ．現状維持　　□　ｄ．全く進んでいない（後退した）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜進んだ・進んでいない等の理由＞

次期計画への改善
点

(上記「担当課評価」に基づき、具体的な改善方法などを記入)

３．施策の方向に掲げた事項の進捗度

担当課評価

１．事業の企画や実施にあたり配慮した項目(複数回答可）

□　１）　企画・立案段階で、男女双方が参画するまたは意見を聞くことに努めたか。

□　２）　男女双方に利用しやすい環境とする配慮に努めたか。

          　（情報の提供方法、日時、託児設備など）

□　３）　事業対象者または参加者の現状把握（男女別、年齢別など）に努めたか。

□　４）　男女共同参画の推進のため、他の部署や国・県、他市との連携に努めたか。

□　５）　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．本計画における事業実施度

□　Ａ．実施できた　　　　□　Ｂ．ある程度実施できた　　　□　Ｃ．ほとんど実施できなかった

□　Ｄ．実施していない

◆指標　目標数値の達成度(100％とならなかった場合、理由を記載）

項目 理由

習志野市男女共同参画基本計画（平成20年度～25年度）課別総括シートの見方

内線

担当課

連携課名

数値目標追加シート 有 無

基本計画の体系（3～5ページ）の事業

Ｎｏ．の番号となっています。

目標となる数値の指標を持っている事業の

内容と達成度等を記入しています。

事業担当課が施策の方向に寄与した

進捗度を記入しています。

これまでの取り組みの課題、反省点並びに、これからの

第2次計画に向けた改善点を記載しています。

上記の内容について、審議会からの意見

を記入していきます。

課別総括シートの
見方
※各事業担当課
による、これまで
の取り組みとその
結果に関する自
己評価となってい
ます。
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事業No 目標数値 達成度

現計画においての
課題や反省点

審議会意見

□　ａ．進んだ　　　□　ｂ．やや進んだ 　　□　ｃ．現状維持　　□　ｄ．全く進んでいない（後退した）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜進んだ・進んでいない等の理由＞

次期計画への改善
点

(上記「担当課評価」に基づき、具体的な改善方法などを記入)

３．施策の方向に掲げた事項の進捗度

担当課評価

１．事業の企画や実施にあたり配慮した項目(複数回答可）

□　１）　企画・立案段階で、男女双方が参画するまたは意見を聞くことに努めたか。

□　２）　男女双方に利用しやすい環境とする配慮に努めたか。

          　（情報の提供方法、日時、託児設備など）

□　３）　事業対象者または参加者の現状把握（男女別、年齢別など）に努めたか。

□　４）　男女共同参画の推進のため、他の部署や国・県、他市との連携に努めたか。

□　５）　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．本計画における事業実施度

□　Ａ．実施できた　　　　□　Ｂ．ある程度実施できた　　　□　Ｃ．ほとんど実施できなかった

□　Ｄ．実施していない

◆指標　目標数値の達成度(100％とならなかった場合、理由を記載）

項目 理由

習志野市男女共同参画基本計画（平成20年度～25年度）課別総括シート

内線

担当課

連携課名

数値目標追加シート 有 無  
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【記載例】

事業No 目標数値 達成度

現計画においての
課題や反省点

審議会意見

１．事業の企画や実施にあたり配慮した項目(複数回答可）

■　１）　企画・立案段階で、男女双方が参画するまたは意見を聞くことに努めたか。

■　２）　男女双方に利用しやすい環境とする配慮に努めたか。

          　（情報の提供方法、日時、託児設備など）

■　３）　事業対象者または参加者の現状把握（男女別、年齢別など）に努めたか。

■　４）　男女共同参画の推進のため、他の部署や国・県、他市との連携に努めたか。

□　５）　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．本計画における事業実施度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜進んだ・進んでいない等の理由＞

１００％達成できた事業がある一方、まったく実施できなかった事業もあり、男女共同参画センターが男女共同参
画推進の拠点としての機能を充分に果たしているとは言えない。推進できなかった事業を検証し、男女共同参画
センター単独では実施が難しいものは、他課と協力連携し、実施できるよう努める。

年2回 100

年3回

３．施策の方向に掲げた事項の進捗度

□　Ａ．実施できた　　　　■　Ｂ．ある程度実施できた　　　□　Ｃ．ほとんど実施できなかった

□　Ｄ．実施していない

理由

習志野市男女共同参画基本計画（平成20年度～25年度）課別総括シート

2

3

11

□　ａ．進んだ　　　■　ｂ．やや進んだ 　　□　ｃ．現状維持　　□　ｄ．全く進んでいない（後退した）

担当課評価

項目

DV防止に向けた啓発回数 100

(上記「担当課評価」に基づき、具体的な改善方法などを記入)

次期計画への改善
点

100

セクシュアル・ハラスメント防止
に向けた啓発機会の提供回数

女性の生き方相談事業につい
てのチラシの配布等、事業周

知回数

◆指標　目標数値の達成度(100％とならなかった場合、理由を記載）

年3回

男女共同参画センター担当課

市民及び職員に対する男女共同参画の啓発・ワーク・ライフ・バランスの推進・計画の推進、男女共同参画セン
ターの機能維持等については、概ね計画どうりに行えた。事業所に対する啓発についてはパンフレット等を配布す
る程度にとどまり、積極的な働きかけができなかった。また、女性の参画については事業が２４年度以降開催され

ず後退してしまった。

男女共同参画センターは、男女共同参画推進の拠点であることを再度認識し、男女共同参画センター実施事業
のみならず、各課の実施状況も確認しながら、協力・連携を深め、男女共同参画の推進に努める。
DV防止対策…子育て支援課、高齢者支援課、市民課（被害者への支援等）
事業者への啓発…商工振興課（講座の開催、パンフレットの配布等）
審議会等への女性委員の登用…総務課（改選の際の女性委員の登用依頼等）

連携課名 子育て支援課

内線 238

数値目標追加シート 有 無

６年間を

振り返っ

て

課全体として
の実施度を
記入してくだ

課全部の

指標を記

載してくだ

さい

具体的に事業

を示しながら

記載してくださ

い

具体的に事業

を示しながら

記載してくださ

い

他課との連携・協力
などについてはその
方法等について具体
的に記載してください

記載しないでください



76 

 

事業No 目標数値 達成度

現計画においての
課題や反省点

審議会意見

数値目標追加シート　有　　無

習志野市男女共同参画基本計画DV対策編（平成24年度～25年度）課別総括シート

担当課

担当者

理由

連携課名

□　Ａ．実施できた　　　　□　Ｂ．ある程度実施できた　　　□　Ｃ．ほとんど実施できなかった

□　Ｄ．実施していない

◆指標　目標数値の達成度（100％とならなかった場合、理由を記載）

□　ａ．進んだ　　　□　ｂ．やや進んだ 　　□　ｃ．現状維持　　□　ｄ．全く進んでいない（後退した）

項目

担当課評価

１．事業の企画や実施にあたり配慮した項目(複数回答可）

□　１）　企画・立案段階で、男女双方が参画するまたは意見を聞くことに努めたか。

□　２）　男女双方に利用しやすい環境とする配慮に努めたか。

          　（情報の提供方法、日時、託児設備など）

□　３）　事業対象者または参加者の現状把握（男女別、年齢別など）に努めたか。

□　４）　男女共同参画の推進のため、他の部署や国・県、他市との連携に努めたか。

□　５）　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．本計画における事業実施度

内線

(上記「担当課評価」に基づき、具体的な改善方法などを記入)

次期計画への
改善点

＜進んだ・進んでいない等の理由＞

３．施策の方向に掲げた事項の進捗度
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担当課評価

事業No 目標数値 達成度

現計画においての
課題や反省点

審議会意見

数値目標追加シート　有　　無

◆指標　目標数値の達成度（100％とならなかった場合、理由を記載）

DV防止のための啓発、相談窓口の周知については実施してきたが、H24年度に実施した「男女共同参画に関す
る意識調査」の中で、DVについて相談をしたことがない人が７３％もあったため、さらに周知に努めなければならな
い。これについては、「DVは人権侵害である、暴力は犯罪である」ことの周知が足りなかった。

第2次男女共同参画基本計画では、「DV被害者が安心して相談できる体制づくり」を重要施策と位置づけており、
男女共同参画センターとしては、関係各課との連携を深めると共に、警察、配偶者暴力相談支援センターとも連
携し、相談及び情報提供に努める。
DV防止対策…子育て支援課、高齢者支援課、市民課（被害者への支援等）

l年３回

(上記「担当課評価」に基づき、具体的な改善方法などを記入)

□　ａ．進んだ　　　■　ｂ．やや進んだ 　　□　ｃ．現状維持　　□　ｄ．全く進んでいない（後退した）
＜進んだ・進んでいない等の理由＞

DV防止のための啓発、相談窓口の周知については、実施できたが、男性相談の事業化の検討、および、配偶者
暴力支援センターとしての機能充実については検討は行ったものの、具体的な結果を出せるまでにいたらなかった
ため。

□　１）　企画・立案段階で、男女双方が参画するまたは意見を聞くことに努めたか。

□　２）　男女双方に利用しやすい環境とする配慮に努めたか。

          　（情報の提供方法、日時、託児設備など）

■　３）　事業対象者または参加者の現状把握（男女別、年齢別など）に努めたか。

■　４）　男女共同参画の推進のため、他の部署や国・県、他市との連携に努めたか。

□　５）　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

次期計画への
改善点

DV防止に向けた啓発回数1

２．本計画における事業実施度

□　Ａ．実施できた　　　　■　Ｂ．ある程度実施できた　　　□　Ｃ．ほとんど実施できなかった

□　Ｄ．実施していない

習志野市男女共同参画基本計画DV対策編（平成24年度～25年度）課別総括シート

内線

連携課名 子育て支援課、高齢者支援課

３．施策の方向に掲げた事項の進捗度

男女共同参画センター担当課

238

理由項目

100%

１．事業の企画や実施にあたり配慮した項目(複数回答可）

【記載例】

記入しないでください

2年間を振

り返って

課全体として
の実施度を
記入してくだ

課全部の

指標を記

載してくだ

さい

具体的に事業

を示しながら

記載してくださ

い

他課との連携・協
力などについては、
その方法等につい
て具体的に記載し
てください

具体的に事業

を示しながら

記載してくださ

い
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